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研究の概要（２００～３００字で記入、図・グラフは使用しないこと） 

本研究では，2つの対象間と 3つの対象間の関係を考慮した 1次と 2次の交互作用を同時に解析可能なモデル

の提案を行った．そして，提案モデルを購買動機についての調査データへ適用を行った．その結果，2要因間の

関係での購買動機と 3要因間の関係での購買動機とを同一の枠組みで捉え包括的に議論することが可能となり，

これまでの研究では明らかとならなった「商品の意思決定における参考要因」についての知見を解明された． 以

上から， 1次と 2次の交互作用を同時に解析可能な方法論の有効性を示すことが出来た． 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究の目的は，3つの対象間の関係を分析する際に，2つの対象間の関係を考慮した上で分析を行うモデル

の提案にある．そのために，2つの対象間と 3つの対象間の関係を考慮し，1次と 2次の交互作用を同時に解析

可能なモデルを構築する．2つの対象間と 3つの対象間の関係とを同時に注目して分析を行うことで，それぞれ

個別に分析したのでは得られない特徴が把握可能となると考える．そして，それらの特徴が，2つの対象間の関

係と 3つの対象間の関係の独自の特徴か，それとも共通の特徴であるかを示すことが出来ると考える．多次元尺

度構成法(MDS)では，2つの対象間の関係を分析することの出来るモデルを単相 2元 MDS，3つの対象間の関係を

分析することの出来るモデルを単相 3元 MDSと呼ぶ．ここで，データの相は 1組の対象を意味し，元の数は相が

いくつ組み合わされているかにより決定される(Carroll & Arabie, 1980)． 

3 つの対象間の関係には，2 つの対象間の関係に還元して考えられる関係と，2 つの対象間の関係には還元し

きれない関係とが存在している．例えば，社会心理学におけるグループダイナミクス研究の中心的な課題である

集団の創発特性の研究では，3者以上の集団から発生する集団全体の特性を特別視し，これを 2者関係には還元

しきれないものとして定義する．集団の創発特性の考え方は Allport(1924)の集団錯誤に関する議論によってい

ったんは排除されたものの，近年の複雑系研究の高まりや集団研究の発展に伴い再び見直され，山岸（1992）の

議論などに見られるように再び社会心理学の研究テーマとして浮上している．つまり，3つの対象間の関係は，

2 つの対象間の関係に還元して考えられる関係と，2つの対象間の関係には還元しきれない関係とから成り立っ

ていると考えられる．そこで，3つの対象間の関係において，2つの対象間の関係に還元して考えられる関係は

単相 2元 MDSで関係を明らかとし，2つの対象間の関係には還元しきれない関係を単相 3元 MDSにより明らかと

するモデルの提案を行う． 

既存の単相 3元 MDSにおける研究では，単相 3元 MDSの分析結果が単相 2元 MDSの結果と類似した特徴を示す

ということが報告されている(Gower & De Rooij, 2003)．これまでの単相 3元 MDSのモデルでは，3つの対象間

の距離 dijkは 
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と 2つの対象間の距離 dij，djk，dikの和で表現されるのが一般的であった．しかし，これでは 3つの対象間の関

係を 2つの対象間の関係，つまり，2つの対象間の交互作用をとおして見ているのと同じであり，3つの対象間

の距離 dijkと 2 つの対象間の距離 dij，djk，dikとが関連しあい，3 つの対象間の関係を説明するには十分ではな

いといえる．そこで，本研究では，単相 3元データにおいて，2つの対象間の関係は単相 2元 MDSで分析し，そ

の残差として表現される3つの対象間の関係を説明している関係は単相3元MDSの分析で分析するというモデル

を提案する．これにより， 3つの対象間の関係を分析する際に，2つの対象間の関係を同時に扱うことの出来る

単相 3元 MDSのモデルの構築を目指す． 

2つの対象間と 3つの対象間の関係を同時に分析するために，単相 3元データから単相 2元データを作成する．

本研究では，単相 3元対称類似度データ mijkを分析することを仮定する．単相 3元対称類似度データ mijkは，単

相 3元類似度データの各要素を用いて， 

6/)( kjikijjkijikikjijkijkm  +++++=  

と表現できる．単相 3元対称類似度データから単相 2元対称類似度データ mijを作成するには， 

3/)( kijkijij mmmm  ++=  

のように，3つの対象の中の 1つの対象を固定して平均を取ったものを足し合わせ，その平均を求めれば良いこ

とになる．なお，mijkは単相 3 元対称類似度データであるので，mij･と m･jkと mi･kは等しい値となる．このように

して算出した単相 2元対称類似度データ mijを単相 2元 MDS(Kruskal, 1964a, b)により分析を行い， 

lmijlmij dd   

となるように多次元空間内での点の座標を求める． 

※  この（様式２）に記入の、成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間

等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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研究成果の概要（つづき） 

単相 2元 MDSの分析結果から得られた 2つの対象間の距離を元のデータと線形回帰を行う．そして，得られた 

d'ijと単相 3元対称類似度データδijk から，単相 3元対称類似度残差データδ'ijkを 

dijkijk
−=   

と計算する．この残差δ'ijkを 2つの対象間の関係では説明できない関係として捉え，単相 3元 MDSで分析し， 

lmnijklmnijk dd    

となるような多次元空間内での点の座標を決定する．なお，今回は 3つの対象間の距離を，距離の 2乗和で表現

する Generalized Euclidean distanceモデル(De Rooij & Gower 2003)を用いた． 

1次と 2次の交互作用を同時に解析可能な方法論の有効性を示すために，消費者の購買動機を示すデータを提

案モデルで分析した．また，単相 3元データを Generalized Euclidean distanceモデル(De Rooij & Gower 2003)

で，単相 2元データを単相 2元 MDS(Kruskal, 1964a; Kruskal, 1964b)で，それぞれ個別に分析した結果と提案

モデルによる分析結果との比較を行った．なお，本研究で使用した購買動機データは，百貨店における婦人服，

婦人洋品，婦人服飾雑貨の各部門における購買動機について調査を行ったデータである．実際には，対象部門に

おける婦人服･洋品と化粧品，婦人靴のそれぞれの商品についての顧客の購買意思決定過程に関する調査項目を

設定し，アンケート調査を実施している．購買動機としては，①ファッショントレンドや新商品を取り入れたい

から，②旅行、式典、その他イベントなどの予定があるから，③チラシやポスターなど当店の広告を見て，④売

場やショップの店員からのお誘い・ダイレクトメール，⑤割引、ポイントアップ、粗品進呈などの特典があるか

ら，の 5つを取り上げた．3 商品ごとのこれら 5つの購買動機に対する質問の回答から 15×15の単相 2元デー

タと 15×15×15の単相 3元データを作成し，分析を行った． 

提案モデルから得られた2次元布置ではそれぞれの商品に対する購買動機は3つの組み合わせごとに同時に考

慮されやすい動機が固まって布置の周辺に位置していた．一方で，既存の Generalized Euclidean distance モ

デルから得られた 2次元布置では，多くの購買動機が布置の中心に位置し，それらと同時に考慮されにくい動機

が布置の周辺に位置していた．同時に考慮されやすい 3つの組み合わせの傾向としては，どちらにも共通な傾向

が存在していたが，既存の Generalized Euclidean distanceモデルでは布置の中心に購買動機が固まっており，

布置の解釈が提案したモデルよりも行いにくくなっていた．また，単相 2元 MDSの分析により得られた 2次元布

置では，多くの購買動機が布置の中心に位置し，それらと同時に考慮されにくい動機が布置の周辺に位置してい

る．このことは，これまでの既存研究における報告(Gower & De Rooij, 2003)と同様に，単相 2元 MDSの結果と

既存の Generalized Euclidean distance モデルの分析結果は類似した特徴を示すことを示唆している．これら

3 つの分析結果を整理すると，2 つの対象間と 3 つの対象間の関係を考慮し，1 次と 2 次の交互作用を同時に解

析可能なモデルにより分析を行うことで，これまでは，2つの対象間の関係の影響を受け，正確に表現すること

の出来なかった 3つの対象間の関係をより詳細に表現することが可能となっていることが分かる．以上から，1

次と 2次の交互作用を同時に解析可能な方法論の有効性は高いと考える． 
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